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佐
世
保
の
大
気
環
境

大
気
汚
染
の
測
定
・
情
報
発
信

　
自
動
車
や
工
場
の
煙
突
な
ど
か
ら
の
排
出

ガ
ス
に
含
ま
れ
る
二
酸
化
硫
黄
や
浮
遊
粒
子

状
物
質
、
窒
素
酸
化
物
な
ど
は
、
空
気
を
汚

し
、
酸
性
雨
等
の
原
因
に
も
な
る
た
め
、
国

が
環
境
基
準
（
注
1
）
を
定
め
、
各
自
治
体
に

監
視
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
表
1
に
あ
る
大
気
汚
染
物
質

（
一
酸
化
炭
素
を
除
く
）
を
一
般
環
境
大
気
測

定
局
五
カ
所
（
早
岐
、
大
野
、
相
浦
、
大
塔
、

吉
井
）で
、
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
酸
化

炭
素
な
ど
を
日
宇
、
福
石
測
定
局
で
常
時
監

視
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
九
州
電
力
が
市

内
五
カ
所（
石
岳
、
俵
ヶ
浦
、
柚
木
、
世
知
原
、

小
佐
々
）と
佐
々
町
木
場
に
設
置
し
て
い
る
大

気
環
境
監
視
局
か
ら
も
二
酸
化
硫
黄
、
浮
遊

粒
子
状
物
質
な
ど
の
観
測
情
報
を
収
集
し
て

い
ま
す
。
各
測
定
局
か
ら
の
デ
ー
タ
は
、
市

環
境
セ
ン
タ
ー（
稲
荷
町
）
に
あ
る
大
気
環
境

常
時
監
視
テ
レ
メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム（
遠
隔
自
動

デ
ー
タ
収
集
装
置
）で
集
約
し
、
市
環
境
情
報

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
毎
時
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。

佐
世
保
の
大
気
汚
染
状
況

　
本
市
の
平
成
十
六
年
度
の
大
気
汚
染
状
況

を
環
境
基
準
と
比
較
（
図
1
）
し
た
場
合
、

市
内
の
大
気
の
状
態
は
、
お
お
む
ね
基
準
を

満
た
し
良
好
で
、
同
十
七
年
度
も
基
準
を
満

た
し
て
い
ま
す
。
酸
性
雨
の
被
害
報
告
も

あ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
十
七
年
度
測
定
値
を
環
境
基
準

の
長
期
的
評
価
方
法
で
評
価
し
た
場
合
、
福

石
・
相
浦
測
定
局
で
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
基

準
値
を
超
え
た
日
数
が
、
年
間
三
日
あ
り
ま

し
た
。
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
で
は
、
基
準

値
を
超
え
る
日
数
が
、
五
測
定
局
平
均
で
年

間
約
三
十
八
日
あ
り
、
こ
と
し
は
六
月
ま
で

に
三
度
も
注
意
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
各
物
質
が
気
象
の
影

響
を
受
け
や
す
く
、
春
季
に
観
測
さ
れ
る
黄

砂
の
発
生
や
、
オ
ゾ
ン
層
の
降
下
な
ど
が
、

主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
も
う

　
戦
後
の
石
油
・
石
炭
な
ど
化
石
燃
料
の
大

量
消
費
は
、
経
済
的
に
豊
か
で
便
利
な
生
活

を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
、
大
気

中
に
二
酸
化
炭
素
を
大
量
に
排
出
し
、
温
室

効
果
ガ
ス（
二
酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
な
ど
）の
濃

度
を
上
昇
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
が
上
昇
す
る
こ
と

で
、
地
表
か
ら
宇
宙
へ
熱
を
逃
が
し
に
く
く

な
り
、
気
温
が
必
要
以
上
に
上
が
る「
地
球
温

暖
化
」現
象
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
九
年
、
地
球
温
暖
化
は
世
界
的
な
問

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
世
界
の
主
要
国
が
集

ま
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み
を

「
京
都
議
定
書
」
に
定
め
ま
し
た
。
こ
の
議
定

書
の
中
で
日
本
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
を
同
二
十
四
年
ま
で
に
6
％
削
減
（
同

二
年
基
準
）す
る
目
標
（
表
2
）
が
設
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
市
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
、
平

注1　環境基準：環境基本法で定められた基準。人の健康を保護し生活環境を保全する上で維持されることが望ましい基準で、そ 
    　 の基準値以下が望ましい。

　本市は、平成の大合併によ本市は、平成の大合併によりり
市域が拡大し市域が拡大し、、市の総面積の市の総面積のうう
ち約5割が森林になるなど、ち約5割が森林になるなど、ささ
ららに自然環境に恵まれたまちに自然環境に恵まれたまちにに
なりましたなりました。。
かけがえのない財産である　かけがえのない財産である自自
然を守り、次世代へと引き継然を守り、次世代へと引き継ぐぐ
ためには、6月の環境月間だためには、6月の環境月間だけけ
でなく、日ごろから環境に目でなく、日ごろから環境に目をを
向けることが大切です向けることが大切です。。
そこで、今回の特集では、　そこで、今回の特集では、本本
市が発行している「環境白書市が発行している「環境白書」」
などから、人の生命に欠かせなどから、人の生命に欠かせなな
い「大気と水質」の環境状況い「大気と水質」の環境状況、、
わたしたちにできる環境保全わたしたちにできる環境保全のの
取り組みなど取り組みなどををお知らせしますお知らせします。。

特集1
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成
二
年
と
十
四
年
で
比
較
す
る
と
約
8
％
も

増
加
し
て
い
ま
す
（
表
2
）。
今
後
、
何
も
対

策
を
実
施
し
な
け
れ
ば
、
同
二
十
二
年
に
は
、

さ
ら
に
約
　
％
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

13

て
い
ま
す
。

　
も
し
、
こ
の
ま
ま
地
球
温
暖
化
が
進
む
と
、

地
球
の
平
均
気
温
は
百
年
後
に
約
六
・
四
度

上
昇
し
、
佐
世
保
は
現
在
の
奄
美
大
島
と
同

じ
亜
熱
帯
気
候
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
台
風
が
増
加
し
、

津
波
の
影
響
が
あ
る
ほ
か
、
海
水
面
が
上
昇

し
砂
浜
が
失
わ
れ
る
な
ど
、
佐
世
保
の
豊
か

な
自
然
環
境
は
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
て
し
ま
う

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
実
際
、
本
市
の
測
定
結
果
で
も
、
気
温
は

四
十
年
前
よ
り
約
一
度
上
昇
し
て
お
り
、
桜

の
開
花
時
期
が
早
ま
っ
た
り
、
カ
エ
デ
の
紅

葉
が
遅
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
状
況
は
、

約
五
割
が
家
庭
生
活
等
に
よ
る
も
の
で
、
特

に
電
気
消
費
に
よ
る
排
出
量
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
等
も
約
二

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
昨
年
四
月
に「
地
球
温
暖
化
対

策
地
域
推
進
計
画
」を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
効
果
的
に
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
、
わ
た
し
た
ち
一

人
一
人
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
心
掛
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
家
庭
で
で
き
る
取
り
組
み
を

実
践
し
、
地
球
に
優
し
い
暮
ら
し
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

【
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み
事
例
】

　
使
用
し
な
い
家
電
は
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
き
、

待
機
電
力
の
消
費
を
削
減
す
る
▼
家
電
の

フ
ィ
ル
タ
ー
は
こ
ま
め
に
掃
除
す
る
▼
カ
ー

テ
ン
な
ど
を
利
用
し
冷
暖
房
効
果
を
高
め
る

▼
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
適
正
に
す

る
▼
自
動
車
の
不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を

止
め
る
な
ど

【表2】本市における温室効果ガス排出量
削減イメージ

【図1】佐世保の大気汚染状況（平成16年度）

約8%増
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基準年
平成2年
排出量

現況年
平成14年
排出量

目標年
平成22年
排出量

排出量（千t-CO2） 取り組みをしな
いと約１３％増加

取り組みを
したら
約14％削減

※円グラフ内に測定値がない物
　質は、測定していないことを
　 表しています。

人や環境に及ぼす影響物質名

四日市ぜんそくなど公害病
や酸性雨の原因物質の一つ二酸化硫黄

大気中に長時間滞留し、肺
や気管等に沈着して呼吸器
に影響を及ぼす

浮遊粒子状
物質

血液中の酸素を運搬する機
能を阻害し、地球温暖化の
原因物質の一つ

一酸化炭素

呼吸器に影響を及ぼし、酸
性雨や光化学オキシダント
の原因物質の一つ

二酸化窒素

粘膜への刺激、呼吸器への
影響や農作物などへの影響
がある

光化学オキ
シダント

【表1】環境基準が定められている主な大
気汚染物質
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